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修士論文要旨
「目的」
　子どもの多くが生まれたときから「家族」という社会の
中で育つことを考えると、社会性の発達に対して家族、と
りわけ母親の関わり方や子育てへの感情がさまざまな影響
を及ぼしていることは明らかであろう。また、子どもの生
活リズムが乱れてくると睡眠時間も乱れてきて、食欲も低
下してくる。朝ごはんを食べられない子どもも多く、エネ
ルギーがないため元気がなかったり、どこかイライラした
り元気に遊べなくなる。そうなると、１日の活動量が減り、
体力も低下してしまう。こういう影響は子どもの発達にも
影響を及ぼし、後には将来の学力や体力低下の原因になる。
　以上のことから、母親の子育てに対する母性意識や子ど
もの生活リズム、社会性発達ついて調査を行って韓国と日
本の比較を検討することを第一の目的にする。そして、子
どもの社会性発達に関連する要因について子どもと時間を
過ごしている母親の母性意識が生活時間にどのように影響
を及ぼし、そしてそれらが子どもの社会性発達に及ぼす影
響の要因を検証することを第二の目的にする。本研究は、韓
国と日本の比較に注目して検討を行う。
「方法」
調査期間・対象者：2011年７月（埼玉県内幼稚園児の保護
者545名、保育園児の保育者145名）、2012年11月（埼玉県内
幼稚園児の保護者386名、保育園児の保護者101名）、2012年
３～10月（韓国ソウル・京畿道内幼稚園児の保護者26名、保
育園児保護者230名）
質問紙内容：
①母性意識に関する項目：大日向雅美（1988）によって作
成された12項目を使用した。
②生活リズム：平日および休日の子どもの起床時刻、就寝
時刻、通園時刻、在園時間、帰宅時刻、食事時刻さらに、家
庭における子どもと保護者の過ごし方についての詳細な生
活時間を保護者に記入させた。
③社会性発達に関する項目：青柳ら（2012）によって作成
された『TK式子どもの社会性発達スケール』の36項目を使
用した。
「結果と考察」
＜研究１＞
母性意識：母性意識について因子分析を行った（主因子法・
Promax回転）。その結果、「肯定的感情」と「否定的感情」
の２因子が抽出された。韓国と日本を独立変数とし、各下
位尺度を従属変数とする１要因分散分析を行った。その結
果、「肯定的感情（韓：3.40、日：3.20）」、「否定的感情
（韓：2.57、日：2.11）」について日本より韓国のほう得点
が高いことが示された。韓国の母親は儒教思想や私的教育
の負担感、韓国社会における子育て支援の不足の影響から
内的葛藤を持っていると考えられる。
生活時間：韓国と日本の子どもの生活時間の差異について
検討するために平日の生活時間、休日の生活時間の12項目に
ついて１要因の分散分析を行った。その結果、平日では７項
目すべてについていずれにおいても日本の子どもの生活時
間のパターンが韓国の子どもより早いことが示された。休日
では「夕食時刻」以外の４項目についていずれも日本の子ど
もの生活時間のパターンが韓国の子どもより早いことが示
された。このような結果は日本が韓国より日の出や日の入り
が早いことが影響を及ぼす理由の一つであると考えられる。
　韓国と日本の子どもの保護者との過ごす時間の差異につ
いて検討するために平日の母親との行為時間と休日に父・
母親との行為時間の12項目について１要因分散分析を行っ
た。その結果、平日では韓国と日本の差異は見られなかっ
たが、休日では共同行為時間については韓国の母・父親が
日本より約１時間長く、親中心時間については日本の父・
母親両方とも韓国より約30分長いことが示された。韓国の
儒教思想や共同体を重要視する傾向が強い韓国人の意識か
らこのような結果が示されたと考えられる。
社会性発達：社会性発達について因子分析を行った（主因
子法・Promax回転）。その結果、「社会性」、「知識と運動
スキル」と「危険察知」３因子が抽出された。韓国と日本
を独立変数とし、各下位尺度を従属変数とする１要因分散
分析を行った。その結果、「社会性（韓：2.09、日：2.29）」、
「知識と運動スキル（韓：1.44、日：1.81）」について日本
が韓国より得点が高いことが示されたが、「危険察知（韓：
2.23、日：2.20）」について差が出なかった。本研究の協力
者の平均年齢が韓国より日本が１歳高いことから、日本の
得点が高いことは当然な結果であると考えられる。４歳の
各国の子どもを比較した結果、「社会性（韓：2.23、日：
2.20）」では差異がなく、「知識と運動スキル（韓：1.68、
日：1.39）」と「危険察知（韓：2.35、日：2.16）」で韓国
の子どもが日本よりよくできていると考えられる。このよ
うな結果にも私的教育が影響を及ぼしている考えられる。
＜研究２＞
　韓国と日本の母親の母性意識が子どもの社会性発達に影
響を及ぼす過程を検討するために、「母性意識」が「生活時
間」に影響を及ぼし、それらが「社会性発達」に影響を及
ぼすという仮説を立て、重回帰分析を行った。その結果、日
本では母親の子育てへの安定的な感情は子どもの社会性を
育むといえる。一方、本研究の研究１で明らかにしたよう
に、韓国の母親は日本の母親より子育てに対して肯定的感
情も否定的感情も強く、その理由として、韓国における儒
教思想や私的教育の負担感、韓国社会における子育て支援
の不足が考えられる。研究２においても、研究１の考察で
述べたことと同様に、韓国社会の母親に特有の内的葛藤が、
特に子育てへの否定的な感情を生み、そうした否定的な感情
が子どもの社会性に負の影響を及ぼしていると考えられる。
「総合考察」
　本研究では、韓国と日本の比較に焦点を当てて検討を
行った。韓国と日本において、子どもの発達に影響を及ぼ
す要因が若干異なっていたが、母親の子育てに対する肯定
的な感情と否定的な感情は社会の環境が非常に重要である
と明らかになった。そして、その母親の感情は子どもの生活
時間や社会性発達に影響を及ぼしていることが示唆された。
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